
SSH Student
Voice!

日田高SSHの魅力ってなんですか？

へー、楽しそうですね。
SSHは全員が同じ活動をするのですか？

SSHでは英語を使う活動が多くあると聞いた
けど英語が苦手な人でも大丈夫ですか？

SSHは、将来の進路や大学入試に
どのように役に立つのですか？

「文系クラス」「理系クラス」では、
どんなSSHの活動をするのですか？

SSクラスでは、
どんなSSHの活動をするのですか？

指示を待つのではなく、自分達で考えて
行う主体的な活動が多く、ワクワク感や
充実感があるよ。

SSクラスはとても魅力的ですね。
僕は、SSクラスにも入りたいけど、
運動部にも入りたい。両立はできますか？

理科や数学が得意ではなく、興味もない人にとって、
SSHのメリットはありますか？

「SSクラス」には多くの運動部活動生が所属し
ています。SSHの活動は授業時間内で完結す
ることを目指しているので、心配はいらないよ。

僕は、SSHの講演会や研修、探究活動の中で自
分の適性がわかり、「防災アプリを開発したい」
という将来の夢が見つかったよ。

私は中学までは理科が得意でなく興味も
あまりなかったけど、SSHの活動を通し
て、数学や理科が面白くなってきたよ。

日田高のSSHの活動や授業では思考力、判断
力、表現力を鍛えられる機会が多いので、大学
入試における「思考を問う問題」や「論述形式の
問題」に対応する力が確実に身に付くと思うよ。

SSHの活動では数学や理科だけでなく、
国語、社会、英語等の知識や見方・考え方
も使い、横断的に考え、問題を解決する力
を身に付けています。

最先端の科学者の講演会や国内・海外の
研修旅行等があるので、幅広い見方や考
え方が身に付くんだ。

「SS（スーパーサイエンス）クラス」では、「課題研
究」を毎週木曜５～７限で行っているよ。約１年
半かけて、企業や大学の先生にもアドバイスをも
らいながら研究を進めるんだ。とても楽しいよ。

他にも、年数回の科学講演会や成果発表
会での発表の機会等があるので、SSクラ
スと同じように将来に必要な力が身に付
くよ。

他にも、英語コミュニケーション力を養う授業、
マレーシア研修、国内科学研修、小中学生への
科学実験出前教室など、将来に活かせる力が
身に付く機会が多く用意されているわ。

「文系クラス」「理系クラス」では「水郷ひた学」
を毎週水曜５限に行っているの。市役所や地
域の企業に訪問し、地域の課題を見つけ、そ
の解決を目指す研究活動だよ。

自分の興味に応じた研究活動等を行うこと
で、筋道を立て考える力、課題解決力、発表力
などを身に付けた日田高生はとても多いです。

１年生は全員、同じSSHの活動をしますが、２
年生から「SSクラス」と「文系クラス」「理系ク
ラス」に分かれ、別々の活動をしますよ。

最近の大学入試では「活動報告書」等で、高校での
「主体的な取組」が評価されます。SSHでの課題研究
などはまさに主体的な取組として高く評価されます。
また、SSHで身に付けたプレゼン力等は面接試験で
役立ちます。さらにSSH校限定枠の入試もあります。
SSHで身に付けた力を活かし進学できること間違い
なしです。

本校の英語の授業ではコミュニケーション力を
重視しています。そして国際交流の機会が多い
からこそ真の英語力が身に付きます。本校で苦
手を克服する人が多いです。

日田高RGB

大分県立日田高等学校
スーパーサイエンスハイスクール

開け科学の扉
羽ばたこう 未来の科学者たち

スーパーサイエンスハイスクールってなに？
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）は、「将来の国際的な科学技術系人
材の育成を図るため、科学技術、理科・数学教育に関する研究開発を行う」
ことを目的に、文部科学省より指定を受けた理科・数学に重点を置いたカリ
キュラムの開発や大学等との連携による先進的な理数系教育を実施する高等
学校です。令和３年度は、全国で 218 校が指定されています。
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「未来開拓型科学技術人材の育成」を目指し、教科等横断的なカリキュラムにおいて、
SDGsの視点で地域や社会の課題解決を行う探究学習、地域の教育力を活かした科学教育などに取り組んでいます。

羽ばたこう　未来の開拓者たち

年間スケジュール

① 海外（マレーシア）研修
例年10月にSSクラス約10名を対象
に、マレーシアでの研修を実施します。
国際的な科学技術系人材の育成を目
的とし、研修はすべて英語で行いま
す 。熱 帯 雨 林 の 生 態 系 を観 察する
フィールドワーク、大学での環境・医学
系の実習・講義、現地高校生との科学
的・文化的な意見交換など、日本では
体験できないことを行います。

② 国内研修 
例年10月にSSクラス約30名を対象
に、九州内の最先端科学施設での研
修や自然環境調査、フィールドワー
クを行うとともに、留学生との研究
発表会・意見交換会・文化交流会を
行います。留学生との交流では、英
語での研究発表・質疑応答を予定し
ています。

③ 最先端科学研修 
１年生のSSクラス進学予定者が、
例年３月に最先端科学研修を実施し
ます。昨年度は、株式会社エー・
ディー・イー（ADEドローンサッ
カーアリーナ）や、株式会社三浦造
船所、興人ライフサイエンス株式会
社等に訪問しました。

④ SSH講演会 
第一線で活躍している科学者・技術
者の方に講演をして頂きます。昨年
度は、K.I.T.虎ノ門大学院 主任教授 
三谷 宏治 氏に、「探究する姿勢」に
ついて講演して頂きました。「座っ
て悩むな、動いて考えろ」という言
葉は多くの生徒の心に刺さり、学び
に取り組む姿勢に変化をもたらしま
した。

⑤ SSH生徒研究発表会
全国のSSH指定校200校以上が一堂
に会し、研究の成果を発表します。昨
年度は、本校を代表して「モウソウチク
が日田を覆う」が出場しました。

⑥ 探究型部活動と各種コンテスト
読売新聞社主催第63回日本学生科学
賞大分県審査委員会にて「絶滅危惧種
ミツガシワの知られざる生態に迫る」
が優秀賞を受賞しました。また、第10回
サイエンスインターハイ@SOJOでは、
コンペティション部門で「ラバーハンド
イリュージョンと音環境」が、ポスター
部門で「防災無線～皆に届く声～」が
入賞しました。さらに、第５回次世代応
援地産地消商品開発コンテストで、「初
恋シュークリーム」が最優秀賞を受賞
し、ローソンで商品化されました。

⑦ 宇宙に関わる共同研究
大分県は令和２年に「宇宙ビジネス創
出推進自治体」に指定され、さらに、米
バージン・オービット社と連携して、人
口衛星を打ち上げるアジア初の「宇宙
港（スペースポート）」を大分空港に開
港します。これを受けて、日田、大分舞
鶴、佐伯鶴城、長崎西、熊本第二、致遠
館高校等が連携して、オンライン等を
活用しながら、共同で宇宙に関する課
題研究を行います。JAXA等への研修
も予定しています。

● 探究Ⅰ（SSクラス、週３）
● SS Communication（SSクラス、週１）
● 水郷ひた学Ⅰ（文系・理系クラス、週１）

● Water Science（全クラス、週２）
● SS Presentation （全クラス、週２）

● 探究Ⅱ
　（SSクラス、週１）
● 水郷ひた学Ⅱ
　（文系・理系クラス、週１）
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充実の 3 年間！

本校独自の教科「SS探究」の中に「Water Science」 「SS Presentation」 「SS Communication」
 「水郷ひた学Ⅰ」 「水郷ひた学Ⅱ」 「探究Ⅰ」 「探究Ⅱ」 の７科目を設定し、
教科等横断的な視点で、探究力・波及力・基盤力等を身に付ける授業を行っています。日田高だけの教科！「SS探究」

何を学ぶか

どのように学ぶか

日田高RGB
日田高

深い学び
3視点

日田高RGBを育成する活動

大学や研究機関、官公庁、企業等と連携し、
社会の問題を把握して、その解決を目指します。

① 見通しを立てた学び
学びのねらいや身に付けたい力を意
識し、先を見通して逆算した学び

② 主体的な問題解決
ICTを活用して互いに協働し、自ら積
極的に解決を目指す学び

③ 社会への提言、繋がり
学んだ内容や考え方を積極的に社会
貢献につなげようとする学び

自らが主役となり、学ぶ楽しさを感じる
「日田高深い学び３視点」で授業を行います。 ① SDGｓラボ科学実験教室

SDGｓ（国連の持続可能な開発目標）
の達成につながる実験を日田高生が
考え、小・中学生対象に実施します。

② 科学の学習サポート教室
日田高生が教える立場となり、小・中
学生に対して、科学の楽しさ、魅力や
科学の問題の解決方法を伝えます。

③ ひた科学の遊び実験フェスタ
例年、夏休みにパトリア日田で行われて
いる「ひた科学の遊び実験フェスタ」に
日田高生がボランティアとして多数参
加しています。小・中学生に向けて楽し
める科学実験を提供しています。

小・中学生へ
科学の楽しさを伝えます各教科・科目の授業

様々な外部連携

科学の裾野拡大

SS Presentation（SSP） 
前半は、情報リテラシー（与えられた材料から必要な情報を引
き出し、活用する能力）やプレゼンテーション力、プログラミ
ング的思考力を身に付
けます。後半は書いた
り、話したり、発表し
たりする様々なエクサ
サイズを通して論理的
な思考力や表現力等を
身に付けます。

Ｗater Science（WS）  
　　　　
「水郷ひた」の由縁である「水」について文系・理系の両面か
ら探究していきます。水に関する講義・観察・実験を行い、地
域社会・経済・環境問題
と水とのつながりを学び
ます。また、地域におい
て水質調査やフィールド
ワークに取り組み、水資
源の重要性と地域におけ
る水の歴史や役割などを
学びます。

探究Ⅰ・Ⅱ
　　　　
各班、興味に応じた研究テー
マを設定し、課題研究を進め
ます。大学や研究機関・企業
の研究室を訪問して専門家の
指導のもと観察・実験等を
行っています。

SS Communication（SSC）
科学的なトピックについて英語で学び、論理的思考力や表現力等
を身に付ける授業を行います。また、国内・海外研修や小・中学
生対象の SDGｓラボ科学実験教室、国連 SDGs ラーニング・ラボ
等の活動を通して、SDGs に関する諸問題を扱います。

水郷ひた学Ⅰ・Ⅱ
「WS」や「SSP」で学んだことをもとに、官公庁や企業でのフィー

ルドワーク等を通して、地域の問題を把握し、班ごとに課題を設
定して、自然科学と社会科学の両面からアプローチして、協働し
ながら課題を探究し、解決する学習を行います。

【今年度の探究Ⅱの研究テーマ】
「タナゴ類と二枚貝類の分布に見る絶滅の危機」
「Fully Automatic Tracking and Shooting Robot」
「Let’s Clean Water  ～世界中の環境を守る浄水装置～」等

1年生全員 1年生全員

2・3年生
理系・文系

2・3年生SS

W
S

S
S
P

エスエス プレゼンテーション ウォーター サイエンス エスエス コミュニケーション

株式会社minsora 代表取締役 高山 久信 氏 講演資料より

12
月  

● 

課
題
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究
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ラ
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表
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３年連続ポスター賞受賞！！
（全国上位20校に入賞）


